
このたびは、ズーム505（以下“505”と呼びます）をお買い上げいただき、まことにありがと
うございます。
505の機能を十分にご理解いただき、末永くご愛用いただくためにも、ご使用の前に、この説
明書をよくお読みのうえ、正しくお取り扱いくださいますよう、お願い申し上げます。

なお、この取扱説明書はお手元に保存し、必要に応じてご覧ください。
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●24種類の多彩な個別エフェクトが内蔵されています。
最大同時に9種類のエフェクトを自由に組み合わせてご使用になれます。

●ご自分の好みに合わせて、さまざまな設定がメモリーできる24種類のパッチの中か
ら切り替えてお使いになれます。

●ギター用オートクロマチックチューナーを内蔵。いつでもどこでも簡単にチューニン
グができます。

●オプションのエクスプレッションペダルFP01を接続すれば、ペダルワウやペダルピ
ッチ，ボリュームもコントロールできます。

●オプションのフットスイッチFS01を接続すればバンク切り替えを独自に操作でき使
いやすさも抜群です。

●6LR61形乾電池（アルカリ）、ACアダプターに対応した2電源方式を採用。

●505では、ZOOMが新しく独自に開発したDSP（デジタル信号処理装置）“ZFx-2”
を搭載し、小さなボディに高品質、高機能のエフェクトを可能にしました。

安全上のご注意

この取り扱い説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然
に防ぐための注意事項を、マークを付けて表示しています。
マークの意味はつぎの通りです。

本製品を安全にご使用いただくために、つぎの事項にご注意ください。

● 本製品は、消費電流が大きいため、ACアダプターのご使
用をお薦めしますが、電池でお使いになる場合は、アルカ
リ電池をご使用ください。

ACアダプターによる駆動
● ACアダプターは、必ずDC9Vセンターマイナス300mA
（ズームAD-0006）をご使用ください。指定外のACアダ
プターをお使いになりますと、故障や誤動作の原因となり
危険です。

● ACアダプターの定格入力AC電圧と接続するコンセント
のAC電圧は必ず一致させてください。

● ACアダプターをコンセントから抜く時は、必ずACアダ
プター本体を持って行ってください。

● 長時間ご使用とならない場合は、ACアダプターをコンセ
ントから抜いてください。

乾電池による駆動
● 市販の6LR61／9V形乾電池（アルカリ）をお使いください。
● 505は充電機能を持っていません。
乾電池の注意表示をよくみてご使用ください。

● 長時間ご使用にならない場合は、乾電池を505から取り出
してください。

● 万一、乾電池の液もれが発生した場合は、電池ケース内や
電池端子に付いた液をよく拭き取ってください。

● ご使用の際は、必ず電池ブタを閉めてください。

505をつぎのような場所でご使用になりますと、故障の原
因となります。必ずお避けください。

● 温度が極端に高くなる所や低くなる所
● 湿度が極端に高い所
● 砂やほこりの多い所
● 振動や衝撃の多い所

● 505は精密機器ですのでフットスイッチ以外のスイッチ類
は足で踏むなど無理な力を加えないようにしてください。

● 505に異物（硬貨や針金など）または液体（水，ジュース
やアルコールなど）を入れないように注意してください。

● ケーブルを接続する際は、各機器の電源を必ずオフしてか
ら行ってください。

● 移動させる場合は一旦電源をオフしてから必ずすべての接
続ケーブルとACアダプターを抜いてから行ってください。

● ケースを開けたり改造を加えることは、故障の原因となり
ますので絶対におやめください。

● 改造が原因で故障が発生しても当社では責任を負いか
ねます。

使用上のご注意

505は、安全性を考慮して本体からの電波放出および外部
からの電波干渉を極力抑えております。
しかし、電波干渉を非常に受けやすい機器や極端に強い電
波を放出する機器の周辺に設置すると影響がでる場合があ
ります。
そのような場合は、505と影響する機器とを十分に距離を
おいて設置してください。
デジタル制御の電子機器では、505も含めて、電波障害によ
る誤動作やデータ破損，消失など思わぬ事故が発生しかねま
せん。ご注意ください。

505が汚れたときは、柔らかい布で乾拭きをしてください。
それでも汚れが落ちない場合は、湿らせた布をよくしぼっ
てふいてください。
クレンザー、ワックスおよびアルコール、ベンジン、シン
ナーなどの溶剤は使用しないでください。

故障したり異常が発生した場合は、すぐにINPUT端子にさ
されているケーブルのプラグかACアダプターまたは電池を
抜いて電源を切り、他の接続されているケーブル類も外し
てください。
「製品の型番」「製造番号」「故障，異常の具体的な症状」「お
客様のお名前、ご住所、お電話番号」をお買い上げの販売
店またはズームサービスまでご連絡ください。

保証期間は、お買い上げいただいた日から1年間です。
ご購入された店舗で必ず保証書の手続きをしてください。
万一、保証期間内に、製造上の不備による故障が生じた場
合は、無償で修理いたしますので、お買い上げの販売店に
保証書を提示して修理をご依頼ください。

ただし、つぎの場合の修理は有償となります。
1．保証書のご提示が無い場合
2．保証書にご購入の年月日，販売店名の記述が無い場合
3．お客様の取り扱いが不適当なため生じた故障の場合
4．指定業者以外での修理，改造が不適当なため生じた故
障の場合

5．故障の原因が本製品以外の他の機器にある場合
6．ご購入後に製品が受けた過度の衝撃による故障の場合
7．本製品に起因しない事故や人災および天災による故障
の場合

8．消耗品（電池など）を交換する場合
9．日本国外でご使用になる場合

特長

安全にご使用いただくためのお取り扱い上のご注意

！�警告
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

！�注意
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
使用者が傷害を負う可能性、または物的損傷
のみの発生が想定される内容を示しています。

！�
警告

電源について

！�
注意

使用環境について

！�

注意

取り扱いについて

！�
注意

改造について

他の電気機器への影響について

お手入れについて

故障について

保証書の手続きとサービスについて
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24個のPATCHは、PATCHペダルを踏むこと
で簡単に切り替えることができます。
右のPATCHペダルを踏むと次のPATCHに、
左のPATCHペダルを踏むと前のPATCHに切
り替えられます。
初期設定では、24個すべてが連続して選べる
ようにしておりますが「PATCHの切り替え方
（応用編）」の項で述べますように1つのBANK
の中だけでPATCHを切り替える設定にするこ
ともできます。
BANKの切り替えは、VALUE＋／－キーで容
易に行えます。

仮に、いま選ばれているPATCHが“BANK A
のPATCH 2”で、“BANK CのPATCH 3”に
切り替えたい場合に、PATCHペダルのみで切
り替えようとすると9回も踏まなければなりま
せんがBANKの切り替えとしてVALUE＋キー
を2回押せば、PATCHペダル（UP側）を1
回踏むだけで同じように“BANK C の
PATCH3”を選ぶことができます。

なお、BANKの切り替えについては、リア面の
CONTROL IN端子にオプションのFS01をつ
なげば、BANK UPペダルとして使用できます。
PATCHの切り替えと同様に足で切り替えるこ
とが可能となり、とても便利です。

505は、エフェクトの音を一時的にオフ
の状態（これをバイパスと呼びます）に
して、楽器の原音のみを出力させること
ができます。
また、バイパスのときはインジケーター
表示によるギター用オートクロマチック
チューナー機能が動作します。
なお、チューニングしている音を出力さ
せたくない場合のためにミュート機能も
搭載しています。

バイパス，ミュート状態
2個のPATCHペダルを同時に踏むとバイパスもしくはミュートされます。
●バイパスさせたい場合は、踏んだPATCHペダルをすばやく離してください。

○ミュートさせたい場合は、PATCHペダルを1秒間以上踏み続けてから離してください。

バイパスまたはミュートを解除する場合もPATCHペダルを踏みます。この場合は、どちらか一方を踏
むだけで解除されます。バイパスまたはミュートが解除されると、それぞれの状態になる前に選ばれて
いたPATCHに復帰します。

チューナー機能
505では、バイパスもしくはミュート状態にあるときに、自動的にギター用オートクロマチックチュー
ナー機能が動作します。
チューニングしたい弦を開放弦で弾くと、その音名に最も近い音名が、ディスプレイに表示されます。

チューナー機能が動作しているとき
には、PARAMETER CURSOR イ
ンジケーターがチューニングの精度
を計るメーターとして働きます。
微調節の際の目安にご利用ください。

PATCHの切り替え方

バイパス（ミュート）／チューナーの使い方

PATCH
DOWN

PATCH
UP

BANK切り替え�
BANK A ,b C, d, E, F を�
切り替えることができます。�

PATCT切り替え�
24個のPATCHを�
切り替えることができます。�

BANK UP

BANK DOWN

BANK F

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

BANK E

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

BANK d

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

BANK C

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

BANK b

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

BANK A

PATCH 1

PATCH 2

PATCH 3

PATCH 4

キャリブレーション調節�
ギター用オートクロマチックチューナーの�
基準ピッチ（キャリブレーション）を設定します。�
�

バイパス（ミュート）／チューナー機能　オン�
2個のPATCHペダルを同時に踏むとバイパス（ミュート）／�
チューナー機能が動作します。�
解除したいときも、PATCHペダルを踏んでください。�
この場合は、どちらか一方を踏むだけで、解除できます。�

2個同時踏み�

＊基準ピッチAを435Hz－445Hzの範
囲で設定できます。ディスプレイ上で
は、35－45で表示されます。通常は、
440Hz（40）に設定されています。

音程が高い場合� 正しく調節された場合� 音程が低い場合�
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現在選択されている�
PATCHの表示�

踏む　　　　　　　   すぐに離す　   チューナー機能�

踏む　　　　　　　  1秒間踏み続ける　　　　　　     離す　   チューナー機能 

現在選択されている�
PATCHの表示�
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BANK HOLD OFF時の
BANK/PATCHの切り替わり



●PATCH： 個別エフェクトのつながりと、それぞれのエフェクトの設定を一組にまとめたものを
PATCH（パッチ）と呼びます。PATCHは、全部で24個あります。505には、あらか
じめ24種類のPATCHが記憶されています。この設定は、お好みに合わせた作り変え
（EDIT：エディット）ができます。

●BANK： 4個のPATCHをひとまとめにした区切りをBANK（バンク）と呼びます。

505は、24個のPATCHがあります。これらには、工場を出荷する際にあらかじめ当社推奨の設定が記憶され
ております。PATCHの内容は、お好みに合わせて自由に作り変えることができますし、再び呼び出すこともで
きます。

BANK／PATCHとは？ PATCH LIST

エフェクトのつながりについて

各部の名前とはたらき／接続について

PATCHは、下図のように7つのエフェクトモジュール（エフェクトの設定をわかりやすくするための仮想の
箱）のつながりで構成されています。特に、COMPモジュールとMODモジュールは、選択されているエフェ

クトパラメーター（エフェクトの音色を決める要素）の設定により同時に2種類のエフェクトを使うことがで
きます。つまり、同時に最大9個の単体エフェクターを使用することと同様の効果を得ることが可能です。

INPUT OUTPUT

Delay/Reverb
DLY/REV

Modulation
MOD

Equalizer
EQ

Amp Simulator
AMP

ZOOM Noise Reduction

ZNR
Distortion
DIST 

Compressor
COMP

ZNR/AMP BLOCK

Compressor:�
入力信号のツブをそろえます。�

Limiter:�
入力レベルを制限して音を均一に
します。�

Auto Wah:�
入力信号のアタックにより強調周
波数を自動的に移動させます。
Compressor+Auto Wahとし
ても使えます。�

Pedal Wah:�
CONTROL INに接続したFP01
のコンロールにより強調周波数が
移動します。�
Compressor+Pedal Wahと
しても使えます。�

Acoustic:�
  エレアコのようなサウンドになります。
Rhythm:�
  強いピッキングでわずかに歪みます。
OD:�
真空管アンプをドライブさせたよ
うに伸びやかに歪みます。�

DIST:�
3段スタックアンプをドライブさ
せたようにハードに歪みます。�

Blues:�
音に芯のあるオーバードライブ・
サウンド。�

Fuzz:�
低域の太い荒々しいサウンド。�

Lead:�
ブライトでスムースに歪みます。�

Metal:�
シュレッド・サウンド。�

ZNR:�
切れ際の自然なノイズリダクション。

AMP:�
ギターアンプで鳴らしているよう
に出力音に特徴をつけます。�

4band EQ:�
プレゼンス、ハイ、ミッド、ロウ
をブースト（強調）／カット（減
衰）できるイコライザーです。�

Phase Shift:�
ダイレクト音に位相（フェイズ）を
ずらしたエフェクト音を加え、その
ずれを周期的に変化させてシュワシ
ュワした感じを生み出します。�

Chorus:�
クリーンサウンドに好対応のシン
プルな2相コーラス。�

Flanger:�
ダイレクト音に、ごく短いディレイを
加え、ディレイタイムを周期的に変化
させて強烈にクセのある感じを生み出
します。Flanger+Chorusとし
ても使えます。�

Doubling:�
ダイレクト音にショートディレイを重
ね複数の奏者が演奏しているような厚
みをつけます。�
Doubling+Chorusとしても使え
ます。�

Step:�
フィルターがランダムに変化する、
オートアルペジオ的な効果が得ら
れます。Step+Chorusとして
も使えます。�

Pitch Shift:�
最大2声のピッチシフターもしくは、
Pitch+Chorusとしても使えます。

Delay:�
最大370mSまでのディレイタイ
ムが得られるオーソドックスなデ
ジタルディレイです。�

Hall Reverb:�
ホールの残響をシミュレートした
リバーブです。�

Room Reverb: �
ルームの残響をシミュレートした
リバーブです。�
�

STORE

EDIT

TUNER CAL .
EDIT VAL .
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OUTPUT INPUT

COMP

DIST

GAIN
ZNR
AMP

EQ

MOD

LEVEL

/REV
DLY

1-30

COMP
WAH

ACOUSTIC RHYTHM
OD DIST BLUES

METAL
FUZZ LEAD

PEDALWAH
LIMIT

1-30

1-9

EQ(1-50)

CHORUS
STEPDOUBLE
FLANGE

PHASE

A1-A9

UPDOWN

＃�

♭�

BYPASS

DELAY HALL ROOM
PITCH

BANK HOLD

フロントパネル�

リアパネル�

ZOOM CORPORATION
MADE IN JAPAN

INPUT DC 9V CONTROL IN OUTPUT

300mA [PHONES]

TUNER（チューナー）インジケーター：�
バイパス（ミュート）／チューナー状態でチューナー動作していることと、
チューニングを微調節する際のジャストチューニングの位置を示します。�
●BATTREY EMPTY WARNING表示：�
電池駆動時、このインジケーターが点滅して電池が消耗していることを警
告します。�

STORE（ストア：保存）キー：�
PATCHの内容を保存する際に、その動作の待機状態にさせたり、実行させ
るときに使用するキーです。�
●DIRECT LOAD機能の設定：�
プレイモードで1秒以上押すとDIRECT LOAD機能のオン／オフが切り替
えられます。�

EDIT（エディット：PATCHを自分の好みに作り変える）キー：�
演奏をお楽しみいただく状態（プレイモードと呼びます）からPATCHを好
みに合うように作り変える状態（エディットモードと呼びます）に切り替え
るときに使用するキーです。�
またエディットモード内では、エフェクトパラメーターの項目を選択すること
に使用します。Delay/Reverbのエフェクトパラメーターが選ばれている際に
使用しますと、エディットモードからプレイモードにもどることができます。�
●BANK HOLD機能の設定�
プレイモードで1秒以上押すとBANK HOLD機能のオン／オフが切り替
えられます。�

�
�

PATCH UP（右）／DOWN（左）ペダル：�
●プレイモード：�
PATCHを切り替えるときに使用します。�
両方を同時に踏むとバイパス（ミュート）／チューナー状態になります。�

●エディットモード：�
エフェクトパラメーターを選ぶときに使用します。�
両方を同時に踏むと現在選ばれているエフェクトモジュールがONまたは
OFFします。�

●バイパス（ミュート）／チューナー状態�
バイパス（ミュート）／チューナー状態から抜けたいときに使用します。�

VALUE（バリュー：値） ＋／－キー：�
●プレイモード：�
BANKの切り替えに使用します。�

●エディットモード：�
エフェクトパラメーターの値を設定するときに使用します。�

●バイパス（ミュート）／チューナー状態：�
チューナーの基準ピッチ（キャリブレーション）を設定するときに使用します。�

PARAMETER CURSOR（パラメーターカーソル）インジケーター：�
●プレイモード：�
使用されているエフェクトモジュールを点灯で表示します。�

●エディットモード：�
使用されているエフェクトモジュールを点灯で表示します。�
エディット対象に選ばれている場合は、点滅で表します。�

●バイパス（ミュート）／チューナー状態：�
チューナーのメーターとして動作します。�

DISPLAY（ディスプレイ）：�
505を操作するのに必要な情報が表示されます。�
●プレイモード：�
現在選ばれているBANK/PATCHを表示します。�

●エディットモード：�
選択されているエフェクトパラメーターの値を表示します。�

●バイパス（ミュート）／チューナー状態：�
入力信号の音名を表示します。�

DC IN（ACアダプター）端子：�
DC9Vセンターマイナス300mA（ズームAD－0006）のACアダプターを接
続します。�
この端子にACアダプターを接続すると505の電源がオンになります。�

INPUT（インプット）端子：�
ギターを接続します。�
インプット端子は、電池駆動時の電源スイッチにもなっています。シールドケ
ーブルを端子に接続すると、電源がオンされます。使用しないときはケーブル
を抜いてください。�

CONTROL IN（コントロール　イン）端子：�
オプションのエクスプレッションペダルFP01を接続すると、ボリュームペ
ダルやペダルワウ、ペダルピッチとして使用可能です。�
またオプションのフットスイッチFS01を接続すると、BANKアップを足で
切り替えられます。�

OUTPUT（アウトプット）端子：�
505の音が出力する端子です。モノラルシールドケーブルで1台のギターア
ンプに、またはY字ステレオシールドケーブルで2台のギターアンプにつな
ぐか、ステレオヘッドフォーンをつないでください。なお、ステレオヘッド
フォーンをお使いになる場合は、若干音量が小さく感じられることがありま
す。その場合は、PATCHレベル、またはマスターレベルを上げるか、負荷
インピーダンスの重いヘッドフォーン（負荷インピーダンス＝32Ω以下）
をご使用ください。�
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BANK A

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK b

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK C

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK d

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK E

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANK F

PATCH 1
PATCH 2
PATCH 3
PATCH 4

BANKとPATCHの概念図

PATCH PATCH NAME COMMENT
Super Dist Solo
Clean Delay
Psycho Harmony 
Metal 
Mellow Drive
Wah Dist
Multi Phaser
Steel China
Rock Drive
Bright Chorus
Power Distortion
Choir Wave
Jet Drive
Funky Phase
Head Long
City Night
PWM Synth Lead 
JAZZY
Octave Pitch
Step Mode
Wah Fuzz
Blues Lead
Blues Rhythm
Acoustic

1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4
1
2
3
4

BANK

A

b

C

d

E

F

タイトで滑らかな歪み�
コーラス＋フィードバックディレイの明瞭なクリーンサウンド�
アヴァンギャルドなハーモニーのソロ用歪みサウンド�
ハイゲインメタルサウンド　ペダルで1オクターブベンドアップ�
ストレートなオーバードライブサウンド�
オートワウ＋コーラスの歪み系サウンド�
守備範囲の広いフェイズシフトサウンド�
シンセ風SFXサウンド�
ストレートなロックサウンド�
エッジの立ったコーラスサウンド�
隠し味にダブリングが効いたソロ用ディストーション�
コーラス＋フランジャーの透明感のあるクリーンサウンド�
フランジャーを使用したワイルドなジェットサウンド�
ワウとフェイズシフトを組み合わせたリズム用クリーン�
ズーム定番のステップエフェクト�
都会の夜に似合うクリーン＆コーラスサウンド�
エフェクトフルアーマードのシンセリードサウンド�
オクターブで重ねたウォームなジャズサウンド�
上下のオクターブユニゾン重く激しいリードサウンド�
ステップエフェクトにコーラスも効かせたSF的サウンド�
ノイジーなワウ→ファズサウンド�
フュージョン／ブルース用リード�
歪みが隠し味のカッティングサウンド�
エレアコサウンドのシミュレーション�
�



Compressor（コンプレッサー）
ギターから入力される音を圧縮し
て音量を一定に保ち音の粒立ちを
そろえます。

数値が大きいほど、コンプ
レッション効果が強くなり
ます。

Limiter（リミッター）
コンプレッサーより圧縮の速いエ
フェクトです。他のモジュールへ
の過大入力を防ぐ目的で使用しま
す。

数値が大きいほど、リミッ
ト効果が強くなります。

Auto Wah（オートワウ）
入力されたギター音のダイナミク
ス（強弱）に応じて、強調される
周波数が高低に移動するエフェク
トです。

数値が大きいほど、オー
トワウがかかりやすくな
ります。

コンプレッサーとオートワ
ウが同時にかかります。数
値が大きいほど、オートワ
ウがかかりやすくなりま
す。コンプレッサーは一定
です。

Pedal Wah（ペダルワウ）
入力されたギター音をCONTROL
IN端子に接続されたオプション
のエクスプレッションペダル
FP01でコントロールして、強調
される周波数を高低に移動するエ
フェクトです。

数値が大きいほど、ペダル
ワウの中心周波数が高くな
ります。

コンプレッサーとペダルワ
ウが同時にかかります。数
値が大きいほど、ペダルワ
ウの中心周波数が高くなり
ます。コンプレッサーは一
定です。

Distortion Type（タイプ）
歪んだ音色の異なる7種類のディ
ストーションと、エレキギターで
弾いた音をエレアコで弾いたよう
なニュアンスにするエフェクトの
8個のタイプがあります。

エレアコのようなサウンドに
なります。

強いピッキングでわずかに歪
むサウンドです。

真空管アンプをドライブさせ
たように伸びやかに歪みます。

3段スタックアンプをドライ
ブさせたようにハードに歪み
ます。

音に芯のあるオーバードライ
ブ・サウンド。

低域の太い荒々しいサウンド。

ブライトでスムースに歪みま
す。

シュレッド・サウンド。

Distortion Gain（ゲイン）
歪み系タイプの歪み具合やアコー
スティックの深さを設定します。

数値が大きいほど、歪み具
合が強くなったり、効果が
深くかかります。

ZNRモジュール：
ズームオリジナルのノイズリダク
ションが設定できます。

AMPモジュール：
ギターアンプで鳴らしているよう
な出力特性にします。

このモジュール2つを合わせて
ZNR/AMPブロックと呼びます。

数値が大きいほど、無演奏
時のノイズが軽減されます。
楽器音の消え際が不自然に
ならない範囲で大きい値に
設定してください。

左側にAの字が表示されて
いる設定では、アンプシミ
ュレーター機能がオンにな
ります。
A1のときはアンプシミュ
レーターのみが機能してい
ます。
A2 － A9 の範囲では、
ZNRが併用されます。数値
が大きいほど、ノイズリダ
クションが強くかかります。

4 band EQ（4バンドEQ）
プレゼンス、ハイ、ミッド、ロウ
の4つのイコライジングする周波
数帯域のブースト／カットを代表
する設定として用意されている
50種類の中から選べます。

数値が小さいほど、ハイが
カットされ、ロウがブース
トされます。

数値が小さいほど、ブース
トされる周波数が低くなり
ます。

数値が小さいほど、ミッ
ドがブーストされます。

フラットな周波数特性に
なります。

数値が大きいほど、ハイ
がブーストされます。

数値が大きいほど、ブー
ストされる周波数が高く
なります。

数値が大きいほど、プレ
ゼンス側とロウ側がブー
ストされ、ドンシャリに
なります。

Phase shift（フェイズシフト）
ダイレクト音に位相（フェイズ）
をずらしたエフェクト音を加え、
そのずれを周期的に変化させてシ
ュワシュワした感じが得られます。

数値が大きいほど、効果が
深くかかります。

Chorus（コーラス）
ピッチを周期的にゆらしたエフェ
クト音をダイレクト音に加え、サ
ウンドに厚みを付けるクリーン音
色に好対応のシンプルな2相コー
ラスです。

数値が大きいほど、効果が
深くかかります。

Flanger（フランジャー）
ダイレクト音に、ごく短いディレ
イを加えディレイタイムを周期的
に変化させて強烈にクセのあるサ
ウンドにします。
設定によりコーラスと併用するこ
ともできます。

数値が大きいほど、変調周
期が速くなります。

フランジャーとコーラスが
同時にかかります。数値が
大きいほど、フランジャー
の変調周期が速くなります。
コーラスは一定です。

Doubling（ダブリング）
ダイレクト音に、ショートディレ
イを重ね、複数の奏者が演奏して
いるような厚みをつけます。
設定によりコーラスと併用するこ
ともできます。

数値が大きいほど、ディレ
イタイムが長くなります。

ダブリングとコーラスが同
時にかかります。数値が大
きいほど、ダブリングのデ
ィレイタイムが長くなりま
す。コーラスは一定です。

Step（ステップ）
フィルターがランダムに変化して
オートアルペジオ的な効果が得ら
れます。
設定によりコーラスと併用するこ
ともできます。

数値が大きいほど、効果の
スピードが速くなります。

ステップとコーラスが同時
にかかります。数値が大き
いほど、ステップの効果の
スピードが速くなります。
コーラスは一定です。

Pitch Shift（ピッチシフト）
最大2声のピッチシフトもしくは、
ピッチシフトとコーラスを併用し
たエフェクトとして設定できます。

1オクターブ下にピッチシフ
トした音をミックスします。
5度下のハーモニーをミック
スします。
5度下のハーモニーをミック
スして、さらにコーラスがか
かります。
4度上のハーモニーをミック
スします。
4度上のハーモニーをミック
スして、さらにコーラスがか
かります。
1オクターブ上にピッチシフ
トした音をミックスします。
上下に微妙にピッチをずらし
た音をミックスしてゆれの少
ないコーラスがかかります。
上下に4 度のハーモニーを
ミックスした2 声のピッチ
シフトがかかります。
上下に1 オクターブのシフ
ト音をミックスする2声ピ
ッチシフトがかかります。
CONTROL IN 端子に接続
されたFP01で2オクター
ブ下まで音程がコントロール
できます。
CONTROL IN 端子に接続
されたFP01で1オクター
ブ上までの範囲でハーモニー
がコントロールできます。

Delay（ディレイ）
最大370mSまでのディレイタイ
ムが得られるオーソドックスなデ
ジタルディレイです。ステレオで
モニターすると、ピンポンディレ
イとして楽しめます。

数値が大きいほど、ディレ
イタイムが長くなります。
ミックス，フィードバックは、
同時に適正値になります。

Hall Reverb（ホール）
コンサートホールの残響をシミュ
レートしたリバーブです。

数値が大きいほど、リバー
ブタイムが長くなります。
ミックスは、同時に適正値
になります。

Room Reverb（ルーム）
ルームの残響をシミュレートした
リバーブです。

数値が大きいほど、リバー
ブタイムが長くなります。
ミックスは、同時に適正値
になります。

Patch Level（パッチレベル）
個別にPATCHの音量が設定でき
ます。
この設定は、エフェクトパラメー
ターの設定と同様にPATCHごと
に記憶させることができます。

数値が大きいほど、音量が
大きくなります。

1 3 0設定範囲� (1-30)

r 1 r 9設定範囲� (r1－r9)

H 1 H 9設定範囲� (H1－H9)

d 1 d 9設定範囲� (d1－d9)

P u

P d

P 9

P 8

P 7

P 6

P 5
P 4

P 3
P 2
P 1

S 7 S 9 (S7－S9)

S 1 S 6設定範囲� (S1－S6)

d 7 d 9 (d7－d9)

d 1 d 6設定範囲� (d1－d6)

F 7 F 9 (F7－F9)

F 1 F 6設定範囲� (F1－F6)

C1 C9設定範囲� (C1－C9)

P 1 P 9設定範囲� (P1－P9)

4 1 5 0 (41－50)

3 1 4 0 (31－40)

2 6 3 0 (26－30)

2 5 (25)

2 1 2 4 (21－24)

1 1 2 0 (11－20)

1 1 0設定範囲� (1－10)

A1 A9 (A1–A9)

1 3 9設定範囲� (1–9)

1 3 0設定範囲� (1-30)

t （Metal:メタル）�

L d （Lead:リード）�

F u （Fuzz:ファズ）�

b L （Blues:ブルース）�

d t （Distortion:ディストーション）�

O d （Overdrive:オーバードライブ）�

r Y （Rhythm:リズム）�

Ac （Acoustic:アコースティック）�

P 5 P 9 (P5－P9)

P 1 P 4設定範囲� (P1－P4)

A5 A9 (A5－A9)

A1 A4設定範囲� (A1－A9)

L 1 L 9設定範囲� (L1－L9)

C1 C9設定範囲� (C1－C9)

505は、事前に24個のPATCHを当社の推奨設定として記憶されております。
PATCHの数の関係上、505の多彩な音色表現のごく一部しか紹介できておりません。
そこで、505にはお客様の好みに合わせて、より多くの音色をお楽しみいただけるようにPATCHを作り
替える機能が付いています。この機能をエディット機能といいます。また、このエディット操作を行うた
めの状態をエディットモードといいます。

通常の演奏をお楽しみいただく状態（プレイモード）からエディット操作を行うための状態（エディット
モード）にするには、EDITキーを押してください。
プレイモードからエディットモードにする場合は、EDITキーを1秒以内に離してください。
1秒以上押しますと、BANK HOLD機能の設定になってしまいます。

エディットモード内では、EDITキーを押すごとにPARAMETER CURSORインジケーターが下に移動していきます。
PARAMETER CURSORインジケーターの点滅しているところがエディットの対象となります。
それぞれのPARAMETER CURSORインジケーターには、つぎのようなパラメーターが割り当てられています。
・1番上のPARAMETER CURSORインジケーター： COMPモジュールの設定
・2番目のPARAMETER CURSORインジケーター： DISTモジュールのディストーションタイプ設定
・3番目のPARAMETER CURSORインジケーター： DISTモジュールのディストーションゲイン設定
・4番目のPARAMETER CURSORインジケーター： ZNR/AMPブロックの設定（ZNRモジュールとAMPモジュール）
・5番目のPARAMETER CURSORインジケーター： EQモジュールの設定
・6番目のPARAMETER CURSORインジケーター： MODモジュールの設定
・7番目のPARAMETER CURSORインジケーター： DLY/REVモジュールの設定
・8番目のPARAMETER CURSORインジケーター： PATCHレベルの設定

パラメーターの変更は、VALUE＋／－キーで行います。
それぞれのパラメーター内容については、「エフェクトパラメーターの一覧表」をご覧ください。

8番目のPARAMETER CURSORインジケーターが点滅しているときに、EDITキーを押すと、エディットモードを抜
けてプレイモードにもどります。

PATCHの作り変え方（エディット）

エフェクトパラメーターの一覧表

C5

① まず、プレイモードで�
 　エディットの元とする�
　 PATCHを選びます。�
�

② EDITキーを押します。�
　 これでエディットモード�
 　になります。�

A1

② VALUEキーで設定を�
 　調節します。�

③ 8番目のインジケーター点滅のとき、�
 　さらにEDITキーを押します。�

プレイモードに戻ります。�① 変更したいパラメーターを�
 　EDITキーで選びます。�

1 8 2 4 2 4 A 1
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プレイモードからエディットモードに入っ
た直後は、そのPATCHの設定に関わらず、
PARAMETER CURSORインジケーター
の一番上（COMPモジュール）が点滅しま
す。この時、そのPATCHでのCOMPモジ
ュールの設定値がディスプレイに表示され
ます。

COMPモジュール DISTモジュール ZNR/AMPブロック EQモジュール MODモジュール DLY/REVモジュール PATCHレベル

エフェクトモジュールというのは、
先の説明にもあるように1つのコ

ンパクトエフェクターであると考えていただくと
非常にわかりやすいでしょう。エフェクトパラメ
ーターというのは、使用するコンパクトエフェク
ターの種類であったりそのエフェクトのかかり具
合などを調節するツマミなどの総称であると思っ
てください。
そして、そのパラメーターが設定されたエフェク
トモジュールを使用する（エフェクト・オン）か
使用しない（エフェクト・オフ）かでエフェクト
のつながりを組み合わせた状態のことをPATCH
と呼んでいるわけです。

さて、PATCHとしていろいろな音色を作成する
場合、エフェクトモジュール個々のパラメーター
の設定もさることながら、エフェクトモジュール
の適切なオン／オフが重要なポイントとなりま
す。いままで、いくつかのコンパクトエフェクタ
ーをつないで演奏されていた方はおわかりかと思
いますが、常にすべてのエフェクターをオンにし
ているなどという設定では使用なされずに、曲や
そのときの状況に合わせてエフェクターをオン／
オフしたはずです。

この505でも、それと同じようにエフェクトモ
ジュールを個別にオン／オフできます。

DISTモジュールのDistortion Gain設定（上から
3番目のPARAMETER CURSORインジケータ
ーの点滅時に設定されるパラメーター）と
PATCHレベル設定（一番下のPARAMETER
CURSORインジケーターの点滅時に設定される
パラメーター）以外の場所にPARAMETER
CURSORインジケーターの点滅がある場合、そ
こに該当するエフェクトモジュールがオン／オフ
の対象となります。
ただし、ZNRモジュールとAMPモジュールはブ
ロックとしてオン／オフされます。個別に設定し
たい場合は、パラメーターの一部としてオン／オ
フを行います。

エフェクトモジュールをオン／オフする方法は、
3通りあります。

1. VALUE ＋／－キーを用いた方法
そのエフェクトモジュールで、VALUE＋キー
を押してパラメーターの値を変更した時の最
後のエフェクトの最大値の次にエフェクト・
オフがあります。
また、そのエフェクトモジュールで、
VALUE－キーを押してパラメーターの値を変
更した時の最初のエフェクトの最小値の前に
エフェクト・オフがあります。
エフェクト・オフ時にVALUE＋キーを押す

と、そのエフェクトモジュールの最初のエフ
ェクトの最小値に設定されます。
VALUE－キーを押すと、最後のエフェクトの
最大値に設定されて、エフェクトがオンします。

2. ショートカットを用いた方法
そのエフェクトモジュールで、VALUE ＋／－
キーを同時に押すと、ショートカット動作し
ます。
このショートカット操作を何度か繰り返すと、
エフェクト・オフになります。
エフェクト・オフ時にショートカットを行う
と、そのモジュール内の最初のエフェクトの最
小値が設定されて、エフェクトがオンします。

3. PATCHペダルを用いた方法
そのエフェクトモジュールで、PATCHペダル
2個を同時に押します。
これで、エフェクト・オフになります。
エフェクト・オフの状態で、PATCHペダル2
個を同時に押すと元の値（オフにされる直前
のエフェクト・オン時のパラメーター値）に
もどります。

エフェクト・オフ表示

x エフェクトモジュールのオン／オフについて

o FEFFECT OFF=

HINT

c パラメーター設定のショートカットについて

通常パラメーターの設定は、VALUEキーを用いて1つづ
つ値を上げたり下げたりして調節を行いますが、同じモ

ジュールの中に複数のエフェクトがある場合は、特別にエフェクト
選択の操作を簡単にするために、ショートカット（近道）操作がで
きるようにしてあります。
ショートカット操作は、エディットモードでVALUE＋／－キーを同
時に押すことで行えます。
例えば、DLY/REVモジュールでエフェクトがDelayで値がd5であ
るとします。希望する設定がエフェクトRoomの値r5とすると、シ
ョートカット操作を行わない場合だと、VALUE＋キーを18回も押
さなければなりません。ショートカット操作を用いれば、2回のショ
ートカット操作のみでエフェクトRoomの値r1に瞬時に変わり、続
けてVALUE＋キーを4回押すだけで設定でき、とても便利です。

v FP01によるボリュームコントロール

505では、CONTROL IN端子に接続したオプションの
エクスプレッションペダルFP01を使って、出力音量の

ボリュームコントロールができます。
ただし、使用されているPATCHの設定で、COMPモジュールのパ
ラメーターがPedal Wahの設定範囲の場合や MODモジュールのパ
ラメーターが Pitch Shiftの設定でペダルピッチ（PuまたはPd）に
なっている場合は、そのエフェクトのコントロールが優先されます。
それ以外の場合は、EQモジュールとMODモジュールの間のボリュ
ームがコントロールされます。
505の出力後にボリュームペダルを挿入する場合と異なり、リバー
ブやディレイの余韻に影響を与えずに音量を調節することができて
便利です。

b マスターレベルの調節

505には、個々のPATCHレベルの他に、製品としての
総合的な音量を決定するマスターレベルがあります。

このマスターレベルは、プレイモードで調節できます。
プレイモードで、VALUE＋／－キーを同時に1秒間以上押し続けま
す。すると、現在のマスターレベルが1秒間ディスプレイに表示さ
れます。
レベルを変更した場合は、マスターレベルの値が表示されている間
に、VALUE ＋キーまたはVALUE－キーを用いて希望の音量になる
ように調節します。
レベルの調節できる範囲は、0－50です。
レベルが40のときに、個別に設定したPATCHレベルのそのままの
音量となります。
なお、マスターレベルの値は記憶されません。
電源をオンするごとに再度調節してください。

HINT

HINT

HINT

「PATCHの作り変え方（エディッ
ト）」の項にあるように、変更した

いパラメーターの選択は、EDITキーを何度か押
すことで行えますが、PATCHペダルを用いても

同じように選択することができます。
PATCH UPペダル（右側のPATCHペダル）を
押すと、下から上へインジケーター（選択されて
いるパラメーター）が移動します。

PATCH DOWNペダル（左側のPATCHペダル）
を押すと、上から下へインジケーターが移動し
ます。

z 変更したいパラメーターの選択HINT



工場出荷時は、BANKの区切りに関わら
ず、PATCHペダルを踏むとすべての
PATCHに切り替えられるような設定と
なっています。このようなPATCHの切
り替え方法をBANK HOLD（バンクホ
ールド）がオフされていると呼びます。

BANK HOLD機能は、24個のPATCH
を4個づつのBANKごとに操作できる
ようにする機能です。
この機能がオンされていると、PATCH
ペダルでの切り替え操作では、同じ
BANK内の4個のPATCHの中だけの
選択となります。

BANK HOLD機能をオンする場合は、
プレイモードでEDITキーを1秒間以上
押し続けてください。ディスプレイ上
のBANK HOLDインジケーターが点灯
して機能がオンしたことを示します。
BANK HOLD機能をオフする場合も同
様にEDITキーを1秒間以上押し続けて
ください。インジケーターが消灯して
機能がオフされたことを示します。

BANKの切り替えは、VALUE＋／－キーもしくは、リア面のCONTROL IN端子
に接続されたオプションのFS01で行えます。

工場出荷時は、PATCHペダルを踏むとすぐにPATCHが切り替わるような設定となっています。
このようなPATCHの切り替え方法をDIRECT LOAD（ダイレクトロード）がオンされていると呼び
ます。
1回のアクションでPATCHを切り替えられるので、並んでいる順番に切り替えるにはとても便利です
が、切り替え先のPATCHが離れている場合、不要なPATCHの音色を再生してしまいますので不便さ
を感じさせることがあります。
その場合、ここで説明するようにDIRECT LOAD機能をオフして利用されると便利です。
DIRECT LOAD機能がオフされていると、確定操作を実行しない限り、BANKやPATCHをどのように
切り替えても、現在選ばれているPATCHの音色が保持されます。

例えば、PATCH1からPATCH4に切り替える場合など、DIRECT LOAD機能がオンのときは、
PATCH UPペダルを踏むたびに、PATCH2，PATCH3の音色を再生してPATCH4に切り替わります
が、DIRECT LOAD機能がオフの場合は、PATCH UPペダルを踏むごとにディスプレイの文字が点滅
してPATCHの確定待ち状態であることを示します。PATCH4の点滅表示で確定操作をすると、そこで
初めて音色が切り替わります。つまり、途中のPATCH2，PATCH3の音色は再生されません。

DIRECT LOAD機能のオン／オフは、プレイモードでSTOREキーを1秒間以上押すことで切り替えら
れます。
DIRECT LOAD機能がオフされている時のPATCH確定は、PATCHペダルを2個同時に踏むことで実
行されます。

PATCHの切り替え方（応用編：BANK HOLD ON）

PATCHの切り替え方(応用編：DIRECT LOAD OFF) 
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BANK切り替え�
BANK A ,b C, d, E, F を�
切り替えることができます。�

PATCT切り替え�
BANK内の4個のPATCHを�
切り替えることができます。�

オプションのFS01を使用すれば足元�
でBANK A,b,C,d,E,Fを切り替える�
ことができます。�
�

BANK切り替え（BANK UPペダル）�

EDITキーを1秒間押し続けるとBANKがホールドされます。�
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例）PATCH1からPATCH4に切り替える場合�
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確定操作�③� ④�①� ②� PATCH切り替えの実行完了�

PATCH
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BANK切り替え�
BANK A ,b C, d, E, F を�
切り替えることができます。�

PATCH切り替え�
PATCHを切り替えることができます。�

DIRECT LOAD OFF
STOREキーを1秒間押し続けるとDIRECT LOAD機能がオフされます。�
機能をオンにもどす場合も同じ手順です。�

PATCHの確定�
�PATCHの確定をうながすためのディスプレイ�
点滅（確定待機状態）時に、PATCHペダル2�
個を同時に踏むとPATCHが確定（切り替え）�
します。�

2個同時踏み�

A.1

A.1
BANK HOLD OFF

BANK HOLD ON

BANK HOLD ON時の
BANK/PATCHの切り替わり



お客様が作り変えた（エディットした）PATCHは、保存（ストア）しない限り別のPATCHを選んだ
り電源をオフしたりするとエディット前の状態にもどってしまいます。
ここでは、エディットしたPATCHのストアについて説明します。

ストアは、プレイモードでもエディットモードでも行えます。
操作は、いたって簡単です。
まず、好みに合わせてエディットしたPATCHの状態で、STOREキーを押してください。
プレイモードでストアする場合は、STOREキーを1秒以内に離してください。
1秒以上押しますと、DIRECT LOAD機能の設定になってしまいます。

ディスプレイが点滅します。この状態をストア待機状態と呼びます。
ストアを中止する場合は、この状態でEDITキーを押してください。
つぎに記述されている操作を実行しますと、PATCHの設定は変わってしまい、元にはもどせません。

ストア待機状態で、そのままSTOREキーを押すと、先ほどまでエディットしていたPATCHに保存されます。
またストア待機状態で、PATCHの切り替えを行ってからSTOREキーを押すと、ここで選んだPATCHに保存されます。
先ほどまでエディットしていたPATCHは、エディット前の状態にもどります。

電池駆動時にチューナーインジケーターが点滅する場合は、電池が消耗しています。
つぎの手順で電池を交換してください。
505は、消費電流の大きい機器です。電池は、6LR61形乾電池（アルカリ）をご使用ください。
ほかの電池を使用になられた場合、連続使用時間が短縮されることがございます。

505は、工場から出荷をする際に当社推奨のPATCHを24個記憶しています。
この設定は、お客様が設定を書き換えてストアされた後でも復帰させることができます。
そして、この設定を復帰させる操作のことをリコールと呼びます。特に、24個すべてのPATCH設定と
BANK HOLD機能やDIRECT LOAD機能の設定を初期化するなどすべてを元にもどすことをオールイ
ニシャライズといいます。

リコールは、通常の操作とは独立しています。プレイモードやエディットモードから直接切り替えるこ
とはできません。特別な方法で電源をオンする操作でのみ、リコール操作が使用できるようになります。

リコール操作は、つぎの手順で行ってください。

1．電源を一旦オフにします。
2．STOREキーを押しながら、電源をオンします。
3．ディスプレイに、AL（AL）を点滅表示します。
4．オールイニシャライズを実行させる場合は、この状態でSTOREキーを押してください。
表示が素早く点滅してオールイニシャライズを実行します。完了すると自動的にプレイモードにもどります。

5．特定のPATCHの設定だけをリコールさせたい場合は、上記3．の状態で通常のPATCH切り替えと同じ
操作をして、希望のPATCHを選んでください。

6．希望のPATCHを選択したなら、STOREキーを押してください。
表示が素早く点滅して指定のPATCHを該当のPATCHに復帰させます。

7．個別のリコールは、継続して行うことができます。リコール操作から抜けたい場合は、EDITキーを押し
てください。プレイモードに切り替わります。また、電源をオフすることでもリコール操作から抜けるこ
とができます。

◇エフェクト： 最大同時使用数　9エフェクト
22種類＋2種類　コンプレッサー，リミッター，オートワウ，ペダルワウ，アコ
ースティック，リズム，オーバードライブ，ディストーション，ブルース，ファ
ズ，リード，メタル，4バンドイコライザー，フェイズ，コーラス，フランジャー，
ダブリング，ステップ，ピッチシフト，ディレイ，ホール，ルーム，アンプシミ
ュレーター，ZNR

◇エフェクトモジュール： 同時最大使用数　7モジュール（5モジュール＋1ブロック）
◇BANK/PATCH： 6BANK × 4PATCH = 24PATCH（書き換え，保存可能）
◇Analog/Digital 変換： 18bit  128倍オーバーサンプリング
◇Digital/Analog 変換： 16bit リニア
◇サンプリング周波数： 31. 25kHz
◇インプット： ギターインプット　標準モノラルフォーンジャック

（定格入力レベル＝－20dBm／入力インピーダンス＝470KΩ）
◇アウトプット： ライン／ヘッドフォーン兼用アウトプット　標準ステレオフォーンジャック

（最大出力レベル＝＋6dBm／出力負荷インピーダンス＝10KΩ以上時）
◇コントロール端子： オプションFP01／FS01接続端子
◇ディスプレイ／インジケーター 2桁7セグメントLED，

チューナーインジケーター，パラメーターカーソルインジケーター
◇電源： 別売 ACアダプター DC9Vセンターマイナス300mA（ズームAD-0006）

電池 6LR61形乾電池（アルカリ）×1個　連続使用　約4時間
◇外形寸法： 147mm（W）×157mm（D）×48mm（H）
◇重量： 480g（電池含まず）

・0dBm＝0. 775Vrms
・製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

PATCHの保存（ストア）

電池の交換について

PATCHを工場出荷時の状態にもどす方法

製品仕様

電池コード�

電池ブタ�

電池�
6LR61形�
アルカリ乾電池（9V）�
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② STOREキーを押します。�
　（ストア待機状態）�

④ もう一度STOREキーを�
 　押して実行します。�

ストア完了�① まず、PATCHを�
 　エディットします。�
�

③ ストアしたいPATCHを�
　 選びます。�

A 1 b 4

1．505本体を裏返しにして、電池ブタ
を開けます（爪を押して引っ掛かり
を外してフタを上に持ち上げてくだ
さい）。

2．電池ケースから電池を出して、電池
コードを外します（外す際は、コー
ド自身を引っ張らずに結合端子部分
を持って外してください）。

3．新しい電池を電池の極性（＋／－）
に注意して電池コードに接続し、正
しく電池ケースに入れます。

4．電池コードをはさまないように注意
して、電池ブタを閉めてください
（電池ブタの爪がきちんと引っ掛かる
ようにしてください）。


